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１．はじめに 

 北海道は、全国を上回るスピードで人口減少、高齢化

が進んでおり、広域分散という地域構造とも相まって、

積極的かつ早急に交通問題に取り組む必要がある。この

ような北海道において、高齢者が当事者となる死傷事故

率を分析したところ、国道5号小樽市中心部の稲穂地区

が、最も悪い区間であった。そこで、小樽市をケースス

タディエリアとし、高齢者の交通問題として事故を取り

上げ、どのような対策が有効となるかについて検討した。 

具体的には、小樽市中心地域の高齢者の交通利用実態、

沿道環境、事故の特徴を把握し、高齢者の心理的特性・

社会的特性・身体的特性等のデータに基づき、高齢者が

安全に生活できる街づくりのための交通安全対策の提案

を行うことを目的とし、調査を実施した。 

 

２．小樽市中心部の事故実態 

 国道5号線の小樽市稲穂2丁目付近約2km区間の過去10

年間（平成9年から平成18年）の事故発生状況を調べた。

第1当事者が高齢者となる死傷事故率は17（件/億台km）、

第2当事者が高齢者となる死傷事故率は15（件/億台km）

となり、両者とも北海道の国道において最も悪い数値で

あった。死傷事故率が高いこの区間を図1に示す７つの

区間に細分して事故を分析した。 

 人対車両事故が多く発生しており、図１に示すように

区間③・⑤では過半数以上が人対車両事故となっていた。

人対車両の事故地点を地図にプロットすることから、具

体的な事故多発箇所として、 

・横断歩道前後における乱横断防止柵の未設置箇所 

・バス停前後で横断歩道が近隣に設置されていない箇所 

・立体横断施設付近 

・信号のない交差道路付近 
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を挙げることができた。また、発生数は多くないものの、

複数の交差点付近で追突事故の集中的な発生が見られた。

法令違反として、ドライバ前方不注意・安全不確認・動

静不注視等による事故が70％以上を占めていた。 

 

３．小樽市中心部の国道5号線における高齢者の運転特

性調査 

事故が多発している国道5号線の当該区間において、

高齢者の運転特性を把握するために加速度計・ジャイロ

センサー等を搭載した車両運動計測車両により走行速度、

加減速度、ブレーキ回数などのデータを10Hz（0.1秒間

に1個）で取得した。被験者は65人で、30～40歳代は15

人、60歳以上は50人であった。走行コースは、国道5号

小樽市潮見台1丁目から小樽駅前を通過し、同市稲穂5丁

目までの3.5kmを往復し、延べ7kmとした（図1参照）。

各被験者には、走行前に普段の運転について、走行後に

走行時の感想についてアンケートを行った。 

走行前に行ったアンケートで、60歳以上の被験者の

72%が「変わったことや困ったことがある。」と回答し、

その具体的な状況では30～40歳代の被験者に比べ、「運

転に対する態度や行動変化」と挙げている被験者が多い

ことが特徴的であった。自由記述で、速度を抑制すると

回答した被験者が最も多く、その他に夜間雨天時や冬期

間の運転は控えるといった回答が続いた。 

運転挙動のデータは、走行コース内の信号交差点間

毎に平均走行速度、最大加速度、最大減速度を集計し、

被験者1人あたり42区間のデータを得た。さらに、走行

したコース内の総ブレーキ回数、左右の総安全確認回数

も集計した（図2）。これらのデータを集計した結果、

30～40歳代の被験者に比べ、60歳以上の走行速度はやや

低く、最大加速度と最大減速度が大きく、ブレーキ回数、

安全確認回数は多かった。特に、最大加速度とブレーキ

回数は、ばらつきが大きく、高齢者の運転特性は個人差

が大きくなっていた。走行後のアンケートで、異なる傾

向が見られた設問は、運転した道路に対する危険認知の

有無で、30～40歳代の4割の被験者が、危ないと思うと

きがあったと回答しているのに対し、60歳以上の被験者

では1割であった（図3）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、高齢者の運転特性として、慎重

に運転しようと心がけているが、急加速や急減速になる

場合や危険を認知していない場合があることが推察され

た。 

 

４．乱横断の実態調査 

歩行者対車両の事故が多くなった図1の区間⑤とその

隣の歩行者対車両事故が少ない区間④で歩行者の乱横断

発生状況把握調査を実施した。調査日は、平成20年10 

月5日(水）6:00～20:00 の14 時間とし、ビデオで横断

状況を撮影し、データ化した。区間⑤と区間④をそれぞ

れ22 区間に細分し、各区間における乱横断、横断歩道

通行の発生時刻と箇所を記録した。 

区間④において、乱横断は横断歩道周辺で多く発生

していた。調査時間内において、187件となり、高齢者

は約25%であった。横断歩道が比較的密に設置されてい

るため、横断歩道間での乱横断は少なかった。横断歩道

付近を除くと、乱横断数は42件となった。時間帯別に見

ると、高齢者は９時台及び10～15時台のピーク時間外で

多く、自動車交通量が比較的少ない時間帯で乱横断して

いた。区間④における属性別平均横断所要時間を見ると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般が平均7.7 秒、高齢者は平均9.4 秒となった。 

図4に示すように、区間⑤において、全年齢層の乱横

断は市道が交差している部分で多く発生していた。調査

時間内にて196件であり、高齢者は約20%であった。横断

歩道が区間④に比べ、設置間隔が広いため、横断歩道間

での乱横断は区間④と比較して多く、196件中192件が横

断歩道以外での乱横断となっていた。時間帯別にみると、

小樽駅側が夜間の18時以降、南小樽側が14～16時に多く

なった。区間⑤における属性別平均横断所要時間を見る

と、一般が平均9.1 秒、高齢者は平均11.7 秒となった。

区間④よりどちらも2 秒ほど長くなった。 

図1 小樽市稲穂2丁目付近2km区間の過去10年間の事故発生状況 
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図2 運転挙動データ（走行速度、最大加速度、最大減速度、ブレーキ回数、安全確認回数） 

図3 走行後のアンケート結果 
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区間④の横断所要時間と車頭時間の関係を見ると、

高齢者は目前の車線の車頭間隔が比較的長い箇所を選択

して、反対車線の車両を確認しつつ、長めの横断時間で

横断していた。これは、横断歩道が密に設置され信号も

設置されていること、横断歩道間に交差してくる市道も

少ないことから、信号赤時間の際の車両の存在しない時

間帯を高齢者が見つけやすいことに起因しているものと

推察される。一方、区間⑤の横断所要時間と車頭時間の

関係を見ると、区間④と比較して、車頭間隔に限らず、

高齢者は乱横断を実行していた。信号の設置が少なく右

左折などで国道に入る車両の存在がその理由の一つとな

っていたといえる。 

 乱横断を調査し、人対車両事故の多い区間⑤で危険な

タイミングでの乱横断、横断歩道ではないところでの乱

横断が多いことに加え、横断そのものに時間がかかるこ

とが分かった。また、隣接交差点の横断歩道に行くこと

よりも、目前の車道を乱横断することを選択、乱横断の

場合、中央線付近に一時待機スペースがあるため、横断

開始側の車頭間隔しか見ていない傾向、隣接交差点が赤

信号の場合は、走行車両が来ないものと判断しがちなど

の問題を調査から知ることができた。 
 
５．小樽市における高齢者の交通利用に関する意識調査 

平成20年の11月から12月にかけて、表1のような項目

について、小樽市在住の高齢者にアンケート調査を行っ

た。728部を配布し、443部の回答を得た。回答の90％が

60歳以上となり、60歳代が約25％、70歳代が約50％、80

歳以上が約15％となった。回答者の男女比はほぼ半々、

同居者といっしょに生活している回答者が約90％、運転

免許を持っている回答者が約45％となった。ほぼ毎日外

出する回答者と週に3回から4回外出する回答者を合わせ

ると約80％となった。 

小樽市中心部に行くときの目的は、買い物（38%）、

趣味（19％）、通院（13％）などであった。「主な交通

手段」について、路線バス利用者が40％弱となり最も多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かった。路線バスの次に、自分の運転する車が多く約

30％であった。徒歩は約15％であった。坂が多いことか

ら、自転車はほとんどなかった。バス利用が多いことか

ら、交通手段において料金や安全性が重要とする回答が

多くなっていた。また、年齢が高くなるほど「主な交通 

 

年齢 性別
外出
頻度

運転
免許

外出
の目
的

交通
手段

最も多い外出の目的 ** ** ** **

主に使う交通手段 ** ** ** ** **

目的地に着く時刻が正確であること ** * **

目的地につくまでの所要時間 ** **

料金 ** ** **

体力的に楽に移動できること * **

安全に移動できること **

利用されている交通手段は安全だと
思いますか。

** **

外を移動するとき、常に安全を心が
けていますか。

*

体力の衰えが原因で危険な思いをし
たことがありますか。

** *

交通安全のために開かれている講習
会は、外出の安全に役立つと思いま
すか。

目的地へ、他人（65歳以上）が運転
する自動車に乗ることは安全だと思
いますか。

* **

目的地付近の大きな道路で、横断歩
道以外の道を渡ることは安全だと思
いますか

自分が運転する車で移動することは ** ** **

ほかの人の運転する車に乗せても
らって移動することは

** *

バスで移動することは ** ** **

自転車で移動することは ** * *

徒歩で移動することは **

自由に使える車がありますか ** **

普段、どのくらい運転をしますか ** ** **

自分の運転に自信がありますか ** **

運転する時間はいつごろが多いです
か

*

将来、運転免許を返納することを考
えていますか

夜や夕暮れなどに運転していて、見
える範囲・見る力が落ちてきたと感
じる

運転をしていて、ぼんやりすること
がある

運転をしていて、記憶力が落ちたと
感じることがある

せまい道を通るとき、自分の車の横
幅や前後の間隔がつかみにくくなっ
た。

あなたが運転することや運転の仕方
について、ほかの人との間で意見の
違いがある

問3　問1で
答えた外出
のときの安
全な移動に
ついて

問4　交通手
段の好みに
ついて

問5　運転免
許を持って
いる方へ、
運転につい
て感じてい
ること

クロス集計項目（*:5%,**:1%有意水準）

設問 設問別の項目

問1　小樽中
心部に向か
うときの交
通

問2　問1の
外出のとき
の交通手段
の重要度

図4 区間⑤での乱横断件数調査結果（歩道付近とする区間は、Ａ，Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｔ） 
表1 高齢者の交通手段と意識に関するアンケート項目と 
クロス集計結果 



手段」はバス利用が多くなった。特に、女性の方がバス

を多く利用していた。これらの理由として、年齢が高く

なるほど、そして女性の方が、運転免許を持っていない、

自由に使える車を持っていないからと言えた。 

因子分析を用いて、60歳代と70歳以上の年代と性別

において交通意識の差を検討した。70歳以上の年代の男

性と女性では「利便性重視度」「外出の傾向」「車以外

の利用」の項目で有意な差が見られた。それに対し、60

歳代の男性と女性では「外出の傾向」の項目でのみ有意

な差が見られた。60歳代で性別の差が小さくなった理由

として、「運転免許の有無」が影響していると考えられ

る。年齢・性別によって運転免許の有無には差が見られ

たが、年齢が若くなるほど、性別の差が小さくなってい

た。運転免許を持っているかどうか、利用できる車があ

るかどうかによって、交通手段の好みや実際に使用する

交通手段が違ってくると言えた。 

周辺の地域と比べて小樽市において高齢者のバス利

用が非常に多く、年齢が高くなるにしたがってバス利用

が増えていた。車の利用がバスの次に多くなっていたが、

選択できる交通手段として車があることが、高齢者の外

出時の交通意識に大きな影響を与えていた。60歳代は70

歳以上に比べて車を利用できる人数が多く、今後その動

向を注視していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．まとめ 

国道5号の小樽市中心部の稲穂地区において、高齢者

の交通事故が多いことから、歩道や車道の沿道環境調査、

高齢者の運転特性調査、沿道の乱横断や交差点右左折状

況調査、交通利用の意識と実態調査を行った。図5に、

高齢者の歩行に関する課題の因果関係と課題に対応する

対策を示す。稲穂地区全体として、隣接交差点からの右

左折車両の認識が難しい、立体横断施設が多い、横断施

設がない（特に区間⑤）、車道幅員が大きい、中央線付

近に一時待機スペースが存在する、信号待ち滞留車両群

や右折滞留車両群の発生や駐車車両等により見通しが悪

化するなどの課題があった。この地区の高齢者の交通利

用の特徴から、バス利用が多く、バス停に関する課題に

対応することは交通利用の面からもメリットが大きいと

いえる。一方、運転免許を持っている高齢者ほど外出頻

度が多いなどの特徴が見られ、ドライバにとって危険を

感じやすいあるいは危険事象が起きえない道路構造、交

通管理をこのような中心市街地では導入すべきと言えた。

今後、小樽市におけるこれらの調査結果を踏まえ、高齢

者の移動確保に必要な地域交通のあるべき姿を検討して

いきたい。 
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交通手段と意識

・中心部への外出手段として路線バスが約

40％
・加齢とともにバス利用割合増加

・安全な移動を重視

事故と乱横断の状況

・高齢者の横断時間が長い

・危険なタイミングでの横断
・横断歩道前後における乱横断防止柵の未設置箇所

・立体横断施設付近

・信号のない交差道路付近（脇道から脇道への横断）

・バス停留所前後で横断歩道が近隣に設置されていない箇所

歩道と横断に関する交通環境の課題

・車道幅員が大きい

・隣接交差点からの右左折車両の認識が難
しい

・立体横断施設が多い

・横断施設がない（特に区間⑤）

・中央線付近に一時待機スペースが存在す

る

・信号待ち滞留車両群や右折滞留車両群の

発生や駐車車両等により見通しが悪化

高齢者の身体的、心理的、社会的特性

（過去の研究から）

・相手の位置や速度を誤認、見落とす
・危険とわかっていても回避できない

・周辺の状況への対応が疎い

・相手がよけてくるなどの思い込みから判断

を誤る

・練れた道を選好し、確認を怠る

・歩行への自信と実際の能力に差がある

対策の提案

・バスベイ付近の乱横断防止柵の設置

・歩道幅員を広げ、車道幅員を狭める対策

・中央帯における乱横断防止柵の設置

・交差点構造の改良

・歩車分離信号などによる平面における安全な横断対策の実施

・中心部の速度規制

・バス停、バス路線の見直し

・信号などによる車頭間隔の整流化

図5 高齢者の歩行に関する危険行動と事故および対策 


